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　首都大学東京では、大都市東京の未来を担う人材を育てるため、学生一人ひとりの個性と才能を伸ばす教育を目標としています。

カリキュラムはまず、1・2 年次に「都市教養科目群」「共通基礎教養科目群」を学習することから始まります。これらの科目を通

して、大都市の抱える課題とその解決方法、専門教育の前提となる基礎的知識や技術を学び、3・4 年次で、2 年次までに修

得した教養を土台に、専門的な知識を学んでいきます。

　大都市東京をフィールドとして、現代社会と人間が抱えるさまざまな課題の解明・解決に挑む首都大学東京。

その学びのスタイルは、幅広い分野の知識と奥深い専門の学術を習得できるように工夫されています。

　4 学部 28コース制のもと、学生たちは自由度の高い選択・履修が可能なカリキュラムでの学習・研究を通して、

未来社会を担うリーダーに求められる“ 広く、深い ” 専門の知識を兼ね備えた人材へと成長していくことができます。

□ 共通教養科目

□  理工系共通基礎科目

□ 都市教養プログラム

□ 専門教育科目

都市にまつわるテーマに沿って、5 つのテーマと5 つの系から、幅広い学問領域の教養科目を体系的に学習します。

各学部のコース、学科に応じて専門的知識や技術を学びます。

体験型の教養教育として低学年次に大都市東京で現場を体験します。

就職前の就業体験として高学年次に体験します。

□  基礎ゼミナール
課題発見から、調査、討論、プレゼンテーションまで、少人数制（24 名以内）のクラスに分かれて学問の技法を修得します。

□  副専攻（観光経営副専攻コース／人間健康科学副専攻コース）
所属し専攻するコース・学科（主専攻）の専門分野とは異なる特定の専門領域について体系的に学び、複数の領域にわ
たる複合的な専門知識を修得し、視野を拡大します。

□  実践英語科目
話す、聞く、読む、書くの 4 つのスキルを反復学習。レベル別クラスによって実践的な英語を修得することができます。

□  学芸員・教職等関連科目

□  情報科目
パソコン活用能力だけでなく、情報収集、編集、表現、発信など、課題解決型の授業によるITスキルの実践的能力を身
につけます。
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実践英語科目 ［ → p.026 ］

理工系共通基礎科目

共通教養科目

専門教育科目

学芸員・教職等関連科目

インターンシップ ［ → p.024 ］

情報科目 ［ → p.027 ］

特徴ある基礎・教養教育プログラム

　首都大学東京では、本学のアイデンティティともいえる「都市教養プログ

ラム」をはじめとする独自の教育プログラム（「基礎ゼミナール」「実践英語

科目」「情報科目」など）を実施しています。大学教育センターは学生自ら

の考える力を育成し、また伸ばしていくことを念頭に、魅力ある授業を続ける

ために総合的プロデュースを行っています。また、履修科目の選択に際して

は、学生にとってより利用しやすい「履修の手引」や「授業案内（シラバス）」

の編さんを行っています。

詳しくはp.128ページをご覧ください。

4 年間の履修の流れ

都市教養プログラム ［ → p.022 ］

 ［ → p.022 ］

 ［ → p.026 ］

 ［ → p.026 ］

 ［ → p.027 ］

 ［ → p.028 ］

現場体験型インターンシップ

インターンシップ

 ［ → p.024 ］

 ［ → p.024 ］

現場体験型インターンシップ ［ → p.024 ］

基礎ゼミナール［ → p.026 ］

副専攻［ → p.028 ］

首都大学東京 学びスタイル
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都市教養プログラム都市教養科目群

幅広い知識と深い専門の学術を研究する

都市教養プログラムの概要とねらい

授業ピックアップ

授業科目一覧表

　1・2年次を中心に履修する都市教養プログラムでは、所属する学科やコー

スに関わらず、都市に関連する幅広い学問分野を学ぶことができます。学

生は自分の興味や進路に合わせて、5つのテーマと5つの系から科目選択

し、合計 14単位以上を履修します。

　本学の使命である「大都市における人間社会の理想像の追求」の実現

に向けて、都市教養プログラムは中心的役割を果たす授業科目群であり、

本学の存在価値を示すアイデンティティそのものです。

　産業革命以来の変化をもたらしつつあると言われる情報化の進展や、急速に進

む少子高齢化、世界の動きがリアルタイムに連動し合うグローバル化、そして地

球規模での環境悪化など、今、現代社会はこれまで人類が経験したことのない変

化の時代に直面しています。そして、こうした時代変化の影響が最も早く、かつ

集中的に現れるのが大都市です。もちろん、世界有数の巨大都市である東京もま

た、例外ではありません。現在の東京はそうした時代変化の影響で、都市特有の

さまざまな課題・問題を抱えることとなっています。

　都市の現状を的確に分析し、課題・問題を抽出して、自らの思考に基づいて仮

説を立て、その解決策を生み出していくために必要不可欠な、都市に関する基礎

知識を幅広く学ぶための科目群が「都市教養プログラム」です。21 世紀の都市

が直面する問題を解決し、未来社会のリーダーとなれる存在。それは、都市教養

プログラムを通じて、都市の課題解決を可能にする視点や思考、そして現場で通

用する実践的な知識と技術を養える本学の学生たちであり、すなわち、これから

本学を目指す皆さん自身なのです。

［ 人文・社会科学系 Ⅰ ］　文化・芸術・歴史

ドイツ文学
　ドイツ中世文学の傑作『ニーベルンゲンの歌』及びそれを素材とした作

品を検証します。中世から現代に至るまでの『ニーベルンゲンの歌』に関

する見解の変遷を追うことを通して、ドイツ文学史を概観します。

［ 技術・自然科学系 Ⅱ ］　グローバル化・環境　

動物の生態と多様性
　生物多様性の認識とその保全は、現代文明が地球環境の変化などとの関

わりで取り組むべき重要な課題です。この授業では、動物を中心にその生

態と多様性について、生態学、系統分類学の観点から概説します。

［ 人文・社会科学系 Ⅱ ］　産業・社会

都庁の仕組みと仕事
　毎回異なる都庁の実務者を招いて、今日の社会や大都市が抱える問題や、

それへの東京都の取り組みをお話しいただきます。東京都の仕組みや具体

的な地方公務員の知識を深めることができます。

［ 技術・自然科学系 Ⅰ ］　文化・芸術・歴史

建築文化論
　人が作り出す文化的な所産としての建築、さらにその集合体である都市につ

いて講述します。①自動車が席捲する今日の都市空間が抱える問題 ②建築構造

の原理と歴史及び耐震設計 ③西洋建築の伝統及び近現代建築のデザインと動向

［ 人文・社会科学系 Ⅱ ］　共通

価値と資本の理論
　社会科学や経済学の入門として、社会経済の現象をめぐる科学的な見方

を修得します。身近で具体的な出来事の因果関連を考え抜いて、その解決

の道を探る思考力・洞察力を培います。

［ 技術・自然科学系 Ⅰ ］　産業・社会

航空力学に基づく飛行機づくり
　航空力学に基づいた飛行機設計法の初歩を学びます。実際のペーパープ

レーン製作課題をもとに、概念設計法などを学びます。

［ 人文・社会科学系 Ⅱ ］　グローバル化・環境　

都市政策入門
　都市政策が対応すべき領域、都市を構成する多様な主体の役割、政策手

法、都市と地方との関係、都市に求められる機能とその配置といった観点

から、都市政策に関する理論や知識を修得します。

［ 技術・自然科学系 Ⅱ ］　人間・情報

保健医療概論
　保健・医療・福祉領域の基礎を学びながら、現代社会が抱えるさまざまな

複合的課題に対処する方略としての専門職連携と協働実践の基本を講義しま

す。この連携と協働実践の基礎は他の工学系、経営、教育など多くの専門性

を横断する連携マネジメントにも通じる考え方を養うことができます。

　社会意識と社会構造
　自然と文明の哲学
　都市の歴史
　日本語と日本文学
　アジアの言語と文化
　アメリカの文化
　イギリスの文化
　ドイツ文学
　フランス文学
　文化人類学Ａ
　文化制度論入門
　文化分析批評入門
　ことばと社会と文化Ａ
　ことばと社会と文化 B
　現代芸術文化論

都市問題の歴史的文脈
社会思想史
スポーツ学
スポーツ文化論
政治理論入門
現代政治入門

５つの系

人文・社会科学系Ⅰ
テーマ

技術・自然科学系Ⅰ人文・社会科学系Ⅱ 技術・自然科学系Ⅱ 実験・体験型科目

数学の歴史
宇宙の成り立ち
力学的世界観
現代物理学の考え方
建築文化論

地域環境の人文地理
植物の多様性と進化
進化生物学
食物と食文化

心の哲学
言語科学入門
生活の心理学Ａ/ 生活の心理学Ｂ
人間の認知
心理学方法論
人格と発達
科学哲学
スポーツ運動学

情報社会と法
社会調査法
情報社会システム論
人間の起源と健康
医療統計学
人間発達学

集合と論理的思考
計算の理論
エントロピーの科学
宇宙地球物質の化学
分子の形と対称性
生命を支える化学物質
都市空間と人間
都市生活を支える情報ネットワーク技術
移動の人間工学
医療と画像

ゲノム科学
神経生物学
生命論
エクササイズ科学
健康トレーニング論
健康スポーツ科学
食品とアレルギー
行動生理学
認知と行動
健康の栄養学
生活習慣病と栄養
食品と健康
運動行動学
リハビリテーション概論
保健医療概論

日本の歴史と社会・文化Ｂ
文明と歴史
アジア・アフリカ社会論
映像文化論入門
技術と倫理
イスラームの社会

都市社会学
生活と福祉
社会と福祉

「教育問題」を読み直す
学校と労働社会
官庁の仕組みと仕事
都庁の仕組みと仕事
刑事法入門
法学入門
民事法入門
サービス・マーケティング
会計制度と社会
社会と経営
日本の産業と企業
キャリア形成
投資の科学

　現代的教養のための確率統計
　現代社会・化学の役割
　身の周りの電気
　都市創造と再生技術
　先端材料化学入門
　ロボットと社会
　現代社会における通信
　航空力学に基づく
   　飛行機づくり
　経営工学入門
　化学物質と社会
　トランスポーテーション・デザイン
　デザインマネージメント概論

バイオテクノロジー
人間生物学
先端生命化学入門
都市空間の人文地理
自然災害と社会
文化ツーリズム学の見方・考え方
ツーリズム産業論

心理学
哲学Ａ／哲学Ｂ
倫理学Ａ／倫理学Ｂ
論理学Ａ／論理学Ｂ
西洋古典学Ａ／西洋古典学Ｂ
歴史学入門
考古学入門
文学概論Ⅰ／文学概論Ⅱ
美術Ａ／美術Ｂ
音楽Ａ／音楽Ｂ
映画Ａ／映画Ｂ
演劇Ａ／演劇Ｂ

日本国憲法
基礎経済学
統計学Ⅰ/ 統計学Ⅱ
教育学Ａ/ 教育学Ｂ
社会学Ａ/ 社会学Ｂ
社会福祉学
価値と資本の理論

科学史Ａ 科学史Ｂ

　環境と生命の倫理
　アジアの歴史と社会・文化
　西洋の歴史と社会・文化Ｂ
　アフリカの文化
　Japanese Language and Society 
　Japanese Communication Styles 

都市と環境
文化人類学Ｂ
経営のグローバル化と異文化理解
グローバリゼーションと社会
環境と社会科学
都市政策入門

「グローバル人材」をめざす学び

都市の生活環境と化学物質
電気エネルギーと環境
ものづくりのテクノロジー
環境を支える土木技術
環境と建築
地球環境調和化学入門
メカトロニクス入門
宇宙からみた地球環境
都市環境調和化学入門

細胞生物学
生態と環境
動物の生態と多様性
大地の成り立ちを探る
大気と水の循環を学ぶ
地球環境の変遷と考古学
自然と共生する文明
環境と健康
自然・文化ツーリズム入門
自然ツーリズム学の見方・考え方
自然と社会と文化
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インターンシッププログラム

低学年での現場体験と高学年での就業体験が
自己の向上とスキルアップにつながる

現場体験型インターンシップ体験談

　インターンシップとは、学生が一定期間、実際の業務を体験することで
す。首都大学東京では、都市教養プログラムの実験・体験型科目として、
大学生活の早い時期に実施する「現場体験型インターンシップ」と、就
業体験として、高学年で実施する専門教育科目としての「インターンシップ」
の 2 つのインターンシップがあります。

現場体験型インターンシップ
　大都市東京での「現場体験」を通じて問題意識を醸成し、課題
に主体的に取り組む能力等を自ら養成することを目指しています。

◎さまざまな課題を抱える大都市東京での現場体験
◎講義と実習を通じて社会人としての基礎を学ぶ

「大都市東京が抱えるさまざまな課題」
環境、福祉、教育、経済など

問題意識の醸成・課題に主体的に取り組む能力の養成

［ 都市教養プログラム ］

首都大学東京 国、都、市、区、関係団体、企業、その他の法人
・希望するすべての学生が履修 ・大都市東京での現場体験

都市教養科目群

インターンシッププログラムの概要とねらい

　インターンシップでは、学生が一定期間、仕事の現場を体験すること
によって、各業界・業種の業務内容はもちろん、職場の人間関係や仕事
をすることの厳しさと喜びを知ることができます。また、その体験を通
して自分がどんな仕事や業種に向いているかという職業適性を把握す
るための大きなヒントになることも、インターンシップの大きなメリ
ットだと言えるでしょう。
　首都大学東京では、上記の2つのインターンシップがあります。まず、
現場体験型インターンシップでは、前期授業期間に事前学習（全3回）を

行い、実習先の事前調査を行ったのち、夏季休業期間中に5～10日間
の実習をします。大都市が抱えるさまざまな社会の課題、及び自分自身
の課題について認識を深め、課題に主体的に取り組む能力、社会人とし
て必要な基礎的コミュニケーション能力等を自ら養成することを目指
しています。都庁及び関係団体、東京都内区・市役所、企業などバラエテ
ィに富んだ実習先の充実度は首都大学東京ならではのものです。さら
に、専門教育科目として3年次以上で履修ができるインターンシップ
において、将来の進路に関連したキャリア教育を行います。

　大学に入るまでアルバイトをしたこともなかった
ので、早い時期から実社会に触れる経験を積むこと
で、社会人になるための準備として学生生活でどんな
ことをすればよいかが分かると思い履修しました。イ
ンターンシップ先は、東京都内の中小企業に支援策を
提供する中小企業支援機関で、実習期間は１週間でし
たが、担当者の方に同行して支援企業を訪問したり、
中小企業支援のためのさまざまなイベントやセミナ
ーの実施・運営をお手伝いしたり、貴重な経験をする

ことができました。特に、厳しい経営状態の中でも自
分自身で人生を切り開いている中小企業の経営者の
方々のお話を聞けたことは心に残りました。また、ス
ーツ姿の社会人が行き交うオフィス街には、今まで私
が見ていた世界とは違う広い世界があることを実感
させてくれました。今後は実習での経験を活かして、
個性や包容力、コミュニケーション力に象徴される
「人間力」を養っていきたいと思います。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 （2010年10月取材）

今まで知らなかった広い世界があることを実感しました。
原田 昂輝
都市教養学部　経営学系1年

財団法人 東京都中小企業振興公社

東京都建設局 第三建設事務所

墨田区 すみだふれあいセンター福祉作業所

 株式会社内田洋行

　私のインターンシップ先は障害者の方を対象と
した福祉施設で、利用者の方を補助しながら主に消
しゴムの箱詰めや、シール貼りなどの軽作業を行う
業務を体験しました。法学系で学んでいる私の専
門とは違う分野の実習先ですが、1年生のうちか
ら仕事の現場を体験できて、自分の専門分野以外の
職場でも得られるものは必ずあると思います。そ
れまであまり障害者の方と接したことがなく、どの
ように接してよいか最初は戸惑いましたが、職員の

方々のアドバイスもあり、すぐに仲良くなれて、一
緒にパンを販売したり、アクセサリーを製作したり、
楽しく仕事をすることができました。この実習を
通して利用者の方々の純粋で懸命な姿に感動し、障
害や障害者について今までより広い視野を持って
考えられるようになりました。インターンシップ
は職業や進路について考えられる絶好のチャンス
です。アルバイトとは違うものが得られるはずで
すよ。                                     （2010年10月取材）

将来の進路とは違う職場でも、きっと得られるものがあるはずです。
宮田 夏奈実
都市教養学部　法学系1年

　実習先である内田洋行は、情報通信技術を活かし
た空間づくりを提案している商社です。また、商社で
ありながら、自社製品が多いという特徴をもってお
り、今回私はそれらを PRする広報室で実習を行い
ました。実習では新商品である電子黒板のプレスリ
リースの作成、社内報へのインターンシップ実施報
告記事執筆、自ら記事を書いての出版社訪問、セール
スプロモーションを行う業務まで非常に密度の濃い
体験をしました。訪問した出版社では言いたいこと

をうまく伝えられず、人とコミュニケーションする
能力の重要性や分かりやすい文章を書くことの難し
さを実感しました。首都大学東京のインターンシッ
プは学生のうちに身につけておくべきことを早めに
体感できることが一番の魅力だと思います。３・４
年次に気付いて何かしようと思っても就職活動はす
ぐそこに迫っています。１・２年次ならいくらでも
修正がきくはずです。             （2010年10月取材）

今後必要になる能力を早めに体感できることが一番の魅力です。
野澤 万里江
システムデザイン学部　インダストリアルアートコース 1年

　自分が学んでいる土木分野の学習が実社会で
どのような役割を果たしているのかを知れば、将
来の展望がより明確になるのではないかと思い、
インターンシップにチャレンジしました。実習で
は、新宿、杉並、中野の三区内にある道路や河川な
ど都市構造物の建設・保守現場での作業をさせて
いただきました。もともと街づくりとは建物、道
路、河川などの新しい構造物を作ることだと思っ
ていましたが、構造物を作るには土地買収の交渉、

環境管理、苦情処理など手間や時間のかかる仕事
が不可欠であり、そのために努力している人たち
がたくさんいることを知りました。まだ 1年生で
土木の専門知識が少なく、せっかく説明していた
だいても理解できないことも多かったのが心残
りなので、今後の学びで力をつけ、できれば 3・4
年次のインターンシップで同じ実習先に行って
自分の成長を確かめられたらよいですね。
                                             （2010年10月取材）

街づくりの現場に触れてさまざまな新しい発見がありました。
富田 遼平
都市環境学部　都市基盤環境コース 1年

暮らし

生活

いのち

インフラ

金融・税

エコ

ものづくり

その他

教育・子育て

文化・スポーツ

【行政分野】カテゴリ 【企業分野】

東京都消費生活総合センター、東京都総務局人権施策推進課、
狛江市地域活性課、港区地域振興課

東京消防庁、都立病院、武蔵村山市高齢福祉課、
高齢者介護施設（東京都福祉保健局、目黒区など）、
知的障害者施設（東京都社会福祉事業団、墨田区など）

東京都産業労働局森林事務所、東久留米市環境施策課、
東京都環境局廃棄物埋立管理事務所、国立市ごみ減量課、
東京二十三区清掃一部事務組合

東京都立産業技術研究センター

都立特別支援学校、都立児童自立支援施設、
保育園（小金井市、小平市、目黒区、杉並区など）、
児童館（調布市、あきる野市、東久留米市、品川区など）

東京都総務局公文書館、台東区青少年スポーツ課、
図書館（都立中央図書館、昭島市、東村山市、北区など）、
日野市公民館、江東区文化コミュニティ財団

国土交通省関東地方整備局、東京都建設局、東京都下水道局、
東京都都市整備局、東京都交通局、東京都水道局

東京都主税局都税事務所

日本通運、郵船コーディアルサービス、内田洋行、
ＮＰＯ法人国際自然大学校、ＮＰＯ法人留学協会、
弁護士法人ＩＴＪ法律事務所、石田西島梅宮法律事務所

東京防災救急協会、
リゾートトラスト（有料老人ホーム）

東電ハミングワーク清掃事業部

東京都中小企業振興公社、
奈良機械製作所、フジクラ、富士電機システムズ

はとバス、東京観光財団東京国際ホステル、
東京都歴史文化財団、東京都動物園協会、
東京都競馬、東京都交響楽団、多摩テレビ

東京港埠頭、中日本高速道路、東京地下鉄、
東京都住宅供給公社、東京ガス、東京電力

多摩信用金庫

インターンシップ先

インターンシップ先

インターンシップ先

インターンシップ先

（平成22年度実績より一部編集抜粋）
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都市社会の抱えるさまざまな課題を理解し、
ゼミ形式で解決法を探る

話せる、聞ける英語の修得を目指す

基礎ゼミナール

他大学等の授業科目の履修

実践英語科目

情報科目

　1 年次に行われる基礎ゼミナールは、自己の表現力やプレゼンテーション能力を高めるた
めに、担当教員の設定したテーマに基づいて行われる演習形式の授業です。少人数制（24
名以内）の研究の中から学生同士の交流と豊かな人間関係の形成を促します。都市が抱
える問題点を理解し、さまざまな課題について調査、研究、発表、討論を重ね、解決に
必要な技法を体験的に修得します。

　英語の 4 つのスキルである「聞く」「話す」「読む」「書く」を反復して学習すること
で、実践的な英語を身につける教育を行います。特に全員が履修するNSE（Native 
Speaker of English）担当のコミュニケーションを中心としたクラスでは、話せる、聞ける
英語の修得を目指します。一定の英語の学力が認められれば、英語の履修義務が免除さ
れます。また、入学後に一定の英語力を身につけた場合も、以降の英語の履修義務が免
除されることがあります。

パソコンを使いこなし、問題解決の武器にする

　パソコンの取扱能力だけでなく、ものごとを正しく認識し、課題がどこにあるかを発見し、
その解決に ICT（情報通信技術）を活用する能力の育成を目指します。そのためにパソコ
ンやアプリケーションソフトの基本操作に習熟するとともに、具体的な解決に活用する「課
題解決型」の授業を行います。

　アプリケーションソフトの使い方だけでな
く、ツールとして ICTを活用し、情報の収
集→ 分析→ 判断→ 編集→ 伝達・発信
→コミュニケーションといった情報活用能力
の向上を目指します。

　統計分析やデータベース利用の手法を
用い、より実践的で複雑な課題の解決に
取り組みます。 

　プログラミングや計算機科学の基礎知識
を学び、数理科学的な課題の解決に取り
組みます。

　コンピューター上での画像の扱い方と音
の処理方法の基礎について学びます。

・東京慈恵会医科大学
医療総論Ⅰ、社会医学など医学部授業科目

・東京外国語大学
トルコ語、カンボジア語など外国語学部授業科目

　首都大学東京では、本学の授業科目の体系的な学修を基本とし
つつ、同時に他大学等の授業科目も本学の単位修得とみなす制度
を設けています。 
　さらに教育的な位置付けがある社会体験なども、単位認定の可
能性が開かれています。
　この制度によって、皆さんが、自らの問題や関心に合わせ、学
内のみならず学外の教育資源を活用して、幅広い知識・能力を培
うことを期待します。首都大学東京は、皆さんの可能性が広がって
いくよう応援します。 

特　　色

特　　色

・各授業は25名規模で、レベル別にクラス編成 
・NSE（外国人教員）による会話力の修得
・日本人教員による英語読解力の向上
・2年次の授業では1年次の授業を踏まえ、さらにスキルアップを目指す

・少人数制（24名以内）のゼミナール
・他学部学生との共同研究
・自己表現力を養う討論主体の授業 課題発見・解決の基礎を

身につける

より高度な課題解決の手法を
身につける

単位互換協定大学

［ 情報リテラシー実践Ⅰ ］
［ 情報リテラシー実践ⅡＡ ］

［ 情報リテラシー実践ⅡＢ ］

［ 情報リテラシー実践ⅡC ］

※英語以外にもドイツ語、フランス語、中国語、
　朝鮮語なども履修できます。 

外国人教員による
会話力の修得

日本人教員による
英語読解力の向上

聞く 読む+話す 書く

［ 基礎ゼミナールの流れ ］

テーマ
（都市の抱える課題） 調　査 発　表 討　論レポート作成

必修科目

統計分析 データベース

計算機科学プログラミング

選択科目

ICT（情報通信技術）を活用する力を養う

反復学習で着実に英語力アップ 他大学で受講
した授業科目

首都大学東京の
授業科目

希望するキャリアの形成へ

都市教養科目群 都市教養科目群

都市教養科目群
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副専攻

主専攻以外の専門分野も学ぶ

　副専攻コースは、首都大学東京の目指す多様な履修を可能に

する専門教育として位置付けられています。主専攻（各学部・系

の基本コース）とは異なる特定分野の専門科目を履修することによ

り、複数の分野にわたる複合的な専門知識の修得及び学際的視

野の獲得を目的とする履修コースです。

　卒業時には、副専攻コース修了証書が授与されます。

専門教育科目群

都市教養学部

都 市 教 養 学 科

F a c u l t y  o f  U r b a n  L i b e r a l  A r t s

h t t p : / / w w w . t m u . a c . j p / a c a d e m i c s / f a c u l t y / u r b a n _ l i b e r a l . h t m l

人文・社会系

社会学コース

心理学・教育学コース

国際文化コース

032

034

036

038

042

044

046

048

050

052

054

056

058

060

062

064

066

068経営学系

経営学コース

経済学コース

法学系

法律学コース

政治学コース

理工学系 都市政策コース※

数理科学コース

物理学コース

化学コース

生命科学コース

電気電子工学コース

機械工学コース

※ 2 年次進級時に選択

観光経営副専攻コースのコンセプト 対象とする学生
　観光経営副専攻コースは、観光とその経営に関する教
育プログラムを提供し、都市・自然・社会と調和した持続
発展可能な観光を支え、観光関連企業、観光行政、地
域において第一線で企画立案やマネジメントに携わるリー
ダーとなり得る、国際的視野と先端的なマネジメント能力を
兼ね備えた先導的人材の育成を目指しています。

　すべての学部学生を対象としています。とりわけ、将来、
観光産業や観光行政の幹部、観光関連分野での地域リー
ダーとして活躍しようとする学生、マネジメント能力に磨きを
かけさまざまな分野のリーダーとして活躍しようとする学生、
また、本学大学院を含む観光分野の大学院に進学を希望
する学生などには本副専攻コースの履修を強く推奨します。

観光経営副専攻コース （2011年度開設）

　人間健康科学副専攻コースは、健康福祉学部が提供し、
人間健康科学研究科ヘルスプロモーションサイエンス学域
の教員が授業科目を担当しています。
　長寿社会化が進む大都市における人間の行動・適応・

栄養・健康の諸問題に関する教育を学際的かつ実践的に
行い、総合的視野と専門的洞察力や知識を備え、健康の
増進に関する指導能力を兼ね備えた、活力ある人材を育
成することを目的とします。

知覚運動制御論、運動心理学、運動文化論、行動神経科学、認知行動学、発育発達学ほか

環境生理生化学、行動神経科学、食品機能と健康科学、生体防御と健康科学、栄養科学、運動処方論ほか

食品機能と健康科学、スポーツと栄養管理、栄養科学、公衆衛生学、ライフステージ健康科学、生体防御と健康科学ほか

スポーツ教育学、スポーツと栄養管理、スポーツ機能解剖学、運動処方論、認知行動学、運動文化論ほか

こころの不思議や文化について学びたい

生理生化学の応用可能性を学びたい

食品と栄養のエキスパートになりたい

スポーツについて集中的に勉強したい

人間健康科学副専攻コース

履修モデルプランの例（あくまで例であり、興味関心に合わせて自由に科目を選択することができます。）

都市教養学部　理工学系
生命科学コース 3年

塩入 直也

学びたい内容 関連する専門教育科目

人間を対象とした分野を学ぶことで
主専攻に対する視野も広がりました。
　幼い頃から水泳をやっていたこともあ
り、スポーツや栄養について興味を持っ
ていたので、迷わず副専攻コースを選択
しました。特に興味深かった科目は「ス
ポーツと栄養管理」「健康とスポーツの科
学」で、スポーツの場面に応じたエネル
ギーの摂取方法や毎日を健康的に過ごす
ためのトレーニング方法など、講義内容

を実際の生活に活かすことができるので、
とても実用的な科目だと思います。また、
主専攻の生命科学分野では人間を主な学
習・研究の対象としていないため、副専
攻で人間を扱う分野の科目を学んだこと
で、主専攻に対する考え方や視点が広
がったことも大きなプラスになりました。    

（2010 年 10 月取材）




